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研究成果の概要 

本研究は、がん細胞のミトコンドリアで非震え熱産生を誘導する分子スイッチを特定し、がん細胞に発

熱反応を生じさせることで様々な生理的反応を惹起しがんを治癒に導く“熱代謝療法“という新しい

治療法の開発を目的としている。 

CRISPR 遺伝子改変技術を用いて、UCP1を内因性に発現する乳がん細胞株を樹立し、その機能解析や熱

測定を中心に研究を進めてきたが、今年度は新たに 1系統の乳がん細胞での樹立に成功した。また、創

発コミュニティー内で共同研究を実施し、細胞全体でなくオルガネラレベルで温度測定を行うことに

成功。現在、詳細な解析を進めている。また、国外機関との連携をさらに強化し、微量熱量測定装置を

用いた熱測定の精度評価を加速できるよう環境を整えた。次年度以降も、細胞内小器官レベル・一細胞

レベル・多細胞レベル・組織レベルそれぞれでの熱動態を把握できる多層的熱分析プラットフォームを

確立目指し、研究を行っていく予定である。 

培養細胞系を用いたプロジェクトと並行して、乳癌患者由来のアーカイブ検体を用いた遺伝子解析・代

謝物解析を進めている。今年度は、自施設のデータのみならず、複数の大規模データベースへのアクセ

スを取得することに注力し、これらの公共データと自施設のデータの統合解析を行える環境を整えた。

次年度は、この巨大なデータベースを用いて、乳がんの発がん、増殖、転移に伴って生じる熱代謝状態

の変化を深く解析していく。また、患者腫瘍組織のシングルセル解析により、乳がんやその微小環境の

熱代謝状態を切り替える可能性のある因子の探索も進めてきた。今年度は、その成果の一部を論文とし

て公表した。次年度はこれら患者腫瘍組織のシングルセル解析、大規模データベースの解析、そして患

者血液のオミックス解析の統合をさらに進めていき、乳癌における熱代謝のダイナミクスと重要性を

より深く追求していく予定である。 
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